
45特集　NPOと土木の接点－そこにある将来性と課題－

シビル・ベテランズ＆ボランティアズ
（CVV）の活動

川谷充郎　Mitsuo KAWATANI
フェロー会員　工博

神戸大学教授　工学部建設学科

活動発足の経緯

1996,年,4,月に，関西地区の土木技術者有志によりシ
ビル・ベテランズ,＆,ボランティアズ（CVV）が構想さ
れ，以降,5,年間にわたって構想から自発的な活動に徐々
に発展してきている．CVV,は字義のごとく，一線を引い
た土木技術者が奉仕として土木事業に貢献することを目
指しているが，後述するように，土木事業のおかれてい
る現在および将来の状況を切り開こうとする積極的な視
点を内包している．理念・理想をもちながら現実には
遅々たる歩みである．ここでは，その発足の経緯から現
在の状況を紹介する．
土木学会関西支部では平成,2,年度（1990,年）よりフ

ォーラム シビルコスモス（FCC）の活動を行っている．
シビルコスモス（Civil,Cosmos, 土木学）の理念は河田
恵昭氏（当時，京都大学防災研究所助教授，現，同教
授・同巨大災害研究センター長）が土木学会全国大会
（関西支部担当，平成,3,年度開催）のメインテーマとし
て提唱されたものである1）．FCC,では，21,世紀の土木
界のあるべき姿を創造的に考えるとともに，土木に関わ
る情報の受信と発信の場として社会との係わりを模索し
てきている．日常的な議論を,20,歳台～40,歳台の意欲的
な土木技術者で構成される,FCC,ワーキンググループ
（FCCW）が行い，年に数回，土木界の指導的な立場の
方々で構成される,FCC,メンバーによる議論・意見交換
（フォーラム）を行っている．そこでの議論を,FCC,ブッ
クレットとして関西支部より公表している．筆者は平成
5・6,年度に,FCCW,代表幹事を務めた．
さて，平成,7,年度を最後に,FCCW,活動を引退した河
田恵昭教授を含む数名のメンバーにより，前述のように
CVV,活動が構想された．その背景は次のようなものであ
る．

土木事業と土木技術者をとりまく時代背景

21,世紀を迎えて，わが国は世界で最も高齢化の進ん
だ社会となり，今後もさらに生産年齢人口（15,歳～64,
歳）の減る傾向が続き，社会活力の低下が危惧されてい
る．また，このような人口動態の中で，戦後の高度成長
期を経て安定成長期に入ったことは，わが国のおかれて

いる状況を特徴づけるものである．すなわち，先進西欧
社会に比べて，いまだ社会基盤整備の遅れは歴然として
おり，高齢化社会・安定成長社会の中でその量と質を充
実しなければならない．このように記すと，公共事業不
要論の世論の中で，土木業界擁護論と受け取られかねな
いが，例えば，道路交通だけに眼を向けても，歩道も無
いような道を車とすれ違いながら歩かざるを得ない日常
生活の改善と，大規模災害時に活かさせる国土全体の交
通ネットワークの整備に日々努力しなければならないの
がわが国の状況である．これは，大学で学生を叱咤激励
するときに，自ら意識していることである．
さて，社会基盤を支える土木事業は，公共の利益を考

慮する行政の計画と営利を目的とする企業活動によって
実施されてきた．土木技術者はその行政あるいは企業の
一員として社会に役立つ気概をもってその役割を果たし
てきたが，遅ればせながら，わが国も成熟社会へと向か
う過程において，市民生活者としての主体性が求められ
ている．すなわち，土木技術者が従来の組織の枠を越え
て，社会基盤整備において一社会人として責任ある行動
をとるよう求められている．1999,年,5,月に土木学会で制
定された「土木技術者の倫理規定」の示す一つの方向で
もある．このような活動の連携によって，いまの土木界
の抱える多くの社会的な問題の新たな展開が期待され
る．
前述のように土木事業は組織単位に行われ，その構成
員である土木技術者個人はほとんど表に出ないシステム
となっている．土木構造物が“無名碑”2）といわれる由
縁である．その土木技術者は定年退職後，突然個人に戻
ってしまう．そして，組織的なケアは皆無に近い状態と
なり，土木技術者として高度の能力を発揮できる場がな
くなる．高い見識のもと，生活者の視点から社会基盤整
備に貢献するシビル・ベテランズとして活動できるので
はないだろうか．
土木学会は，組織を担う現役の土木技術者を対象とし
てほとんどの事業を展開してきた．学会とはそもそも会
員のボランティア活動によって支えられるのが筋であり，
組織によってではない．したがって，これからの学会に
おいて，もっと個人としての活動を活性化する場が求め
られよう．
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シビル・ベテランズ ＆ ボランティアズの構想

以上の状況のなかで，土木学の専門の技術と知見を活
用して，地域コミュニティに必要な社会基盤整備のあり
方を助言し，また生活支援ボランティアとして行動する
土木技術者（Civil Veterans & Volunteers：CVV）の役
割と活動の可能性について模索してきている．さらに，
地域コミュニティ間を連結する広域のネットワークを構
成して，活力のある成熟社会の創造およびその持続的発
展に貢献する途についても検討することにしている．こ
れらの構想の概要を「CVV,の構想」として図-1,に示す3）．

アンケート調査とフォーラム

われわれの構想を退職土木技術者に示し，このような
シビル・ベテランズ,＆,ボランティアズの活動に対する
意見を調べる目的で,1998,年,8,月にアンケートを実施し
た．対象者は関西在住の約,1,000,余名である．アンケー
ト回収率は,26％でそれほど高くないが，回答された方
の内，80％余の方が,CVV,活動に興味があると応えられ
たことに，われわれは意を強くした．また，回答された
方の内，約,30％弱の方が何らかのボランティア活動に
参加されており，その割合は一般に比べて非常に高い．
さらに，興味深いのは自由記述意見であり，CVV,に対
する多角的な見方が表明されているが，これはわれわれ
のそれまでの議論においてもそうであった．すなわち，
コンサルティング的活動から，ボランティア指向あるい

はサロン的な場を求める意見まで幅が広い．CVV,活動で
は，そのような多様性を許容し，各人の持ち味を生かせ
る方途が必要である．
このアンケート調査をもとに，このような活動に興味
をもつ方々に集まっていただき，生の声を聞かせていた
だくフォーラムを次のように実施した．

フォーラム「もう一肌ぬぎませんか？

－シビル・ベテランズ登場への期待－」

日　時：1998,年,10,月,3,日（土）14:00～17:00

場　所：阪神・淡路大震災復興支援館フェニックスプ

ラザ

参加者：50,名（内，ベテランズ,30,名，幹事メンバー

20,名）

具体的活動

前述のように，CVV,フォーラムに約,30,名のベテラン
ズが参加され，具体的な活動を待たれていることより，
1999,年,1,月末にさらに発足会を開催し，当面「まちづ
くり」，「アドバイス」および「防災」の,3,グループで活
動を開始した．その後も毎年,1,月末の時期にCVV,総会
を開催し，活動の節目としている．
なお，ベテランズおよび幹事メンバーの意見交換にマ
ルチメディアの利用が不可欠であり，特に電子メールの
利用を推進し，また，われわれの活動を紹介するホーム
ページを立ち上げている．

http://www.civil .eng.osaka-
u.ac.jp/̃cvv/

本稿を契機に他の地域にも同
種の活動が展開され，さらにネ
ットワークが拡がることを期待
したい．
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時代背景 社会が成熟する中で，生活者である市民には公共事業に対する主体性が求められ， 
土木技術者には新しい形での果たすべき役割が求められている． 

現状 1 公共事業をつかさどる行政（さらに，実務を行う民間企業）と 
市民の間には，大小様々な対立や問題が存在し，両者の間に 
立つことができる中立的組織はまだ誕生していない． 

現状 2 土木事業の特性上，退職して1個人となった土木事業者は， 
永年にわたって蓄積したその高度な技術と知見を活用する 
ことができない． 

具体的活動 ●ご意見番‥‥‥‥‥‥まちづくり・行政の公共事業等の計画時から関わる 
●保証人委員会‥‥‥‥事業執行時における官・民の間でのトラブル防止や調整を行う 
●まちのお医者さん‥‥日常の生活において施設の監視，維持に協力し，非常時には応急的対応に参加する 
●まちの大工さん‥‥‥技術者として持ち分が縦割りになっているので，その横つなぎを行う 
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自主的に結集したベテランズ（現役を退いた土木技術者）により広範囲なネットワークを構成し， 
中立的な立場からアドバイスや情報の提示を行い，公共事業がより社会に組み込まれるシステム 
を開発する．そして成熟社会を創造し，継承する． 

活動の目的 

図-1 シビル・ベテランズ＆ボランティアズ（CVV）の構想3）


